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日本海地震・津波調査プロジェクト:海陸統合地殻構造探査「2014年かほく-砺波測
線」による富山堆積盆地の構造
Onshore-offshore deep seismic profiling across the Toyama basin: 2014 Kahoku-Tonami
seismic survey

石山達也 1∗ ;佐藤比呂志 1 ;加藤直子 1 ;蔵下英司 1 ;戸田茂 2 ;越谷信 3 ;小林健太 4 ;野徹雄 6 ;
佐藤壮 6 ;小平秀一 6 ;白石和也 6 ;東中基倫 6 ;阿部進 1 ;かほく砺波構造探査研究グループ 1

ISHIYAMA, Tatsuya1∗ ; SATO, Hiroshi1 ; KATO, Naoko1 ; KURASHIMO, Eiji1 ; TODA, Shigeru2 ;
KOSHIYA, Shin3 ; KOBAYASHI, Kenta4 ; NO, Tetsuo6 ; SATO, Takeshi6 ; KODAIRA, Shuichi6 ;
SHIRAISHI, Kazuya6 ; HIGASHINAKA, Motonori6 ; ABE, Susumu1 ;
RESEARCH GROUP FOR 2014 KAHOKU-TONAMI, Seismic survey1

1東京大学地震研究所, 2愛知教育大学, 3岩手大学工学部社会環境工学科, 4新潟大学理学部地質科学科, 5独立行政法人海
洋研究開発機構地震津波海域観測研究開発センター, 6 株式会社地球科学総合研究所
1Earthquake Research Institute, University of Tokyo,2Aichi Educational University,3Iwate University,4Niigata University,
5Research and Development center for Earthquake and Tsunami, Japan Agency for Marine-Earth Science an,6JGI, Inc

文部科学省「日本海地震津波調査プロジェクト」のプロジェクトの一環として、2014年度に山陰沖から北陸地域にお
いて、震源断層の分布・形状と地殻構造を解明する目的で、海陸統合および沿岸域における地殻構造調査が実施された。
本発表では、富山県八尾から呉羽丘陵・砺波平野・宝達山地を横断し、石川県かほく市沖に至る測線で実施した海陸統
合深部地殻構造探査の結果について報告する。
　今回の地殻構造探査の特色は、水平解像度の向上による複雑な地質構造のイメージングを図るため、多数の独立型収

録器を駆使し、深部構造探査としては稠密な 25 m間隔の受振・発震を実現したことである。測線は、富山県八尾町から
石川県かほく市高松にいたる 15 km区間に、受振点間隔 25 mの陸上探査測線を設定すると共に、海域延長部には 2.5 km
にわたって海底着底ケーブルを設置し、25 m間隔での大型バイブレータ 4台およびエアガン（容量 3020 cu.inch）の発震
記録を受振した。また、屈折法による速度構造の推定のため、陸上区間 10点（約 5 km間隔）において、100-150 sweep
の集中発震を実施した。これらをもって海陸統合測線（KT01）を構成した。また、測線の一部に当たる砺波平野中部?宝
達山地東麓部の約 10 km区間では、更に 12.5m間隔で独立型収録器と中型バイブレーターによる稠密発震を行い、高分
解能反射法のデータを取得した。
　 KT01測線が横断する砺波平野下では、P波速度が 5 km/secを超える層が海水準下 5 kmに分布している。このこと

は、富山トラフの南西延長にあたる砺波平野の新第三系堆積盆地が、2013年に実施した飛騨山脈の北縁から富山トラフ
を横断する海陸統合測線（T1）（佐藤ほか、2013）で明らかになった富山トラフと同等の規模と構造差を有することを示
す。堆積盆の両側は、南東および北西に傾斜する正断層によって区切られており、新潟-佐渡海峡などの日本海拡大期の
中絶リフトの構造と類似する。高清水断層、法林寺断層、石動断層といった平野縁辺に分布する逆断層の上盤側に見ら
れる褶曲構造は、これら新第三系の堆積盆を境する正断層の再活動によって形成された反転構造である。さらに、砺波
平野やかほく市沿岸部では、先新第三系基盤岩類および新第三系の分布高度を大きく食い違わせる構造が伏在しており、
その直下には逆断層が存在していると推定される。上述の高分解能浅層反射法探査の結果によれば、このうち砺波平野
に伏在する逆断層は第四系大桑層・埴生層相当および更に上位の層準まで変形させており、活動的であると考えられる。
また、測線西部の日本海沿岸部には、基盤岩類とこれより上位の堆積物の分布高度を大きく食い違わせる西向きの単斜
構造が分布し、その下には東傾斜の伏在断層の存在が推定される。
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